
「TSUTAYA図書館」から考える教育機関としての図書館

佐藤　　翔 *  

　表１に TSUTAYA 図書館に関する主要な動向をまとめ

た。そもそも CCC が図書館業界に参入するきっかけと

なったのは、武雄市長（当時）であった樋渡啓祐氏が直接、

交渉したためと言われている。樋渡氏は CCC が代官山

にオープンし話題を呼んだ代官山蔦屋書店をテレビ放送

で見た際に感銘を受け、CCC による図書館運営を望ん

だという１）。CCC を指定管理者として導入すると同時

に、図書館を全面リニューアルする計画は 2012 年に発

表された。発表と同時に問題視する意見が相次いだのは、

図書の貸出等に CCC がポイント事業やレンタル事業で

用いているＴカードを利用するとした点であった。図書

の貸出等でもＴポイントが付与される一方、利用履歴を

用いた図書の推薦を行うこと等も発表されたが、利用

履歴が CCC に渡り、流用されるのではないかとの懸念

を招いた。Twitter やブログメディア等でこの点の指摘・

批判が相次ぎ、樋渡氏がそれらの批判意見に対し感情的

な反論を行ったことがさらに多くの反発を招く、いわゆ

る「炎上」状態になった。最終的にＴカード以外の、従

来からの利用者カードを用いた貸出等も行えるようにす

る、利用履歴を流用することはしない、という方針が定

１．「TSUTAYA 図書館」とは

1.1　「TSUTAYA図書館」をめぐる経緯：

武雄市図書館全面リニューアルとその後

　本稿では CCC が指定管理者として参加、あるいは参

加を検討している一連の図書館を指して「TSUTAYA 図

書館」と呼ぶ。このような図書館の皮切りとなったのは、

2013 年に全面リニューアル・オープンした佐賀県武雄

市の武雄市図書館である。

表 1. TSUTAYA 図書館に関する主要な動向

2012
佐賀県武雄市長（当時）樋渡啓祐氏、カルチュア・
コンビニエンス・クラブを指定管理者とし図書館全
面リニューアル発表

2013 新武雄市図書館オープン（１つめのTSUTAYA図書館）

2014
神奈川県海老名市立図書館、CCC・TRCを指定
管理者に
宮城県多賀城市立図書館、CCCを指定管理者に

2015

武雄市図書館で蔵書構築の問題が指摘される。
CCC反省文発表
海老名市立図書館中央図書館改装オープン（２つめ
のTSUTAYA図書館）
愛知県小牧市立図書館、CCCを導入した新図書
館計画が住民投票で否決
山口県周防市でCCCを導入した新図書館計画に
賛否
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められることになったが、これ以降、樋渡氏や CCC が

運用する図書館に反感を抱く層が一定数、形成されるこ

ととなった。

　2013 年にリニューアル・オープンした新武雄市図書

館は、T カード導入以外にも様々な新たな試みを取り入

れていた。什器・照明・サイン等の館内デザインが代官

山蔦屋書店風に一新されたほかに、館内入り口付近には

コーヒーチェーンスターバックスが併設され、購入した

商品は館内で飲食できるようになった。また、同じく入

り口付近には CCC が図書・雑誌や文具を販売するエリ

アと、CD・DVD 等をレンタルするエリアも設けられた。

これらの販売・レンタルの受付は図書館カウンターと同

一であり、資料の貸出（無料）と DVD 等のレンタル（有

料）や図書・雑誌の購入が一つのカウンターでできるよ

うになっている。

　資料の配架方法も一新され、従来の NDC に代わって

CCC による、書店風の独自分類が導入された（配架方

法については後に詳述）。館内配置も改められ、書庫が

縮小され開架図書が大幅に増えたほか、入り口付近には

旅行、グルメ、人生に関する図書などをそれぞれ集めた

「ボックス」エリアが設けられた。このボックスエリア

では内側に図書館蔵書を、外側の一部に販売書籍をと、

ある程度両者を混ぜて配架している。

　この新たな図書館は注目を集め、開館当初は市内の

みならず周辺地域、あるいは全国から多くの利用者が

訪れたという。リニューアル以前の 2011 年度に年間約

26 万人だった利用者は、リニューアル直後の 2013 年度

には約 92 万人に増加、翌 2014 年度も前年度よりは減

少したものの約 80 万人とリニューアル以前の３倍以上

を維持しており、利用者の満足度も高いことが報告さ

れている２）。マスメディア等でも好意的に取り上げら

れる機会が多く、自治体関係者等による視察も相次い

だ。武雄市図書館を真似た図書館をつくろうとする自

治体・首長も現れ、2014 年には神奈川県海老名市と宮

城県多賀城市が CCC を指定管理者に指定し、新たな図

書館を開館することを発表した。

　一方で、武雄市図書館の問題点を指摘する声も開館当

初から多く存在した。前述のＴポイント導入やリニュー

アルの必要性を疑問視する意見のほか、

・新たな配架方法・分類がわかりにくい

・新たな配架方法の中でも図書の配架位置に混乱が

生じている

・壁一面を書架にするなど高書架を導入したことで

取りにくい本が生じている

・書庫にあった図書も大半を開架に出しているため

古い図書が多い

・入り口近くのスペースを書店やスターバックス等

の営利目的の空間としている

・スターバックスで商品を購入していない利用者の

席利用が制限されている

・児童コーナーの位置が変わり使いにくくなっている

・CD・DVD等は有料のレンタルのみになってしまっ

ている

・有料のレンタルコーナーのために以前は存在した

蘭学資料の常設展示が中止された

・郷土資料が手に取りにくくなっている

・貴重な郷土資料が一部廃棄された

・新たに購入された図書の中に必要性が疑問視され

る図書がある

等、主要な批判点だけでも多数存在し、CCC 導入時の

手続きの正当性など図書館そのもの以外に関する事項も

含めれば、さらに批判点は増える。これらの批判意見の

中には武雄市図書館特有とは言えない点も含まれている

が３）、なまじ多くの注目を集めたが故に、様々な点が批

判の対象となったものと言えよう。特に必要性が疑問さ

れる図書を購入していたこと、しかも CCC の売れ残り

ではないかと捉えられるものの中から購入していたこと

はメディア等でも報じられる事態となり、CCC が反省

文を発表するに至っている４）。この件以降、TSUTAYA

図書館については好意的な意見ばかりではなく、批判的

な報道も多くなされるようになり、後の愛知県小牧市で

の住民投票や山口県周防市での市民による反対等にもつ

ながっていると考えられる。

1.2　「TSUTAYA図書館」の特徴

　前節で述べたとおり、武雄市図書館には様々な特徴と

批判点があるが、CCC 導入時の経緯やＴポイントの是

非、図書の購入方法等を除き、図書館としてのあり方に
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注目した場合、その特徴は選書、分類、空間構成の３

点に現れていると考えられる。これは後に開館した海

老名市立図書館にも共通する特徴であり、おそらくは

多賀城市立図書館等にも共通することになるであろう、

TSUTAYA 図書館共通の特徴と考えられる。

　まず選書について、TSUTAYA 図書館には明らかに重

視する分野が存在している。武雄市図書館の場合は料理・

グルメに関する資料、旅行に関する資料、哲学や啓蒙書

等の人の人生に関わる資料が重点分野に該当し、１階の

目立つスペースにそれぞれの資料のみを集めたボックス

が配されている。海老名市立図書館の場合、旅行等のコー

ナーはさほど目立っていないが、料理に関する資料が２

階のもっとも目に入りやすい位置に配されているのは同

様である。もちろん従来の図書館でも、利用者の傾向や

立地条件を考えて重点分野を置いたり、コーナーや常設

展示を置くことは行われているが、TSUTAYA 図書館ほ

どに一部の資料を強調した空間とすることは稀である。

　第２の特徴である分類については、便宜上「分類」と

呼んではいるものの、図書館の配架に用いるための分類

（書架分類）としての要件を満たすものにはなっていな

い。書架分類にはある主題の配架位置は一箇所に同定さ

れることや、誰が分類を行ってもある資料の配架位置は

一箇所に決まるよう、配架位置の判断が分かれる資料を

どうするかの規程を設けることが要求される。しかし武

雄市図書館や海老名市立図書館の場合、同一主題としか

考えられない資料が、配架時のミスによってではなく、

配架位置の決定段階（請求記号の付与段階）ですでに異

なる書架に分かれているケースが散見される（例えば海

老名市立図書館で、個人情報保護法に関する資料が、社

会問題の棚に置かれている場合と、法律関係資料の棚に

置かれている場合があった）。また、ある書架の中で、

複数の資料をどのように並べるかについてもそもそも定

められていない（もっとも、これは著者記号表を用いな

い、大多数の公共図書館も同様である）。さらに、ある

資料の配架位置の詳細は個々の職員が決める場合や、利

用者の意見を容れて配架位置を変える場合もあるとい

う。以上を概括すると、TSUTAYA 図書館の「分類」は

図書館における分類ではなく、むしろ書店におけるジャ

ンル分けに近い。そのため利用者が自ら自身の求める資

料を探したり、調べ物をしようとすると困難であるが、

そもそも配架位置のわからない資料については職員に尋

ねることが想定されているようである。また、同じ主題

の資料が複数の位置に置かれているため思いもかけない

本が目に入ること等は多く起こりうる。

　第３の特徴である空間構成については一見してわかる

とおり、スターバックスを併設し館内の書架配置等を変

更することにとどまらず、照明やサインに至るまで徹底

して落ち着いた、大人びた雰囲気を出すことに注力され

ている。

　選書方針、分類、空間構成に至るまで、これらすべて

にはモデルとなる書店が存在する。樋渡氏が CCC 導入

を決意するきっかけになったという、代官山蔦屋書店で

ある。その点では武雄市図書館はリニューアルの目的を

達成できていると言えよう。TSUTAYA 図書館は時に「公

設 TSUTAYA」と揶揄されることもあるが、「公設蔦屋

書店」であれば実態を正しく指摘した意見とも言える。

ただの書店ではなく「蔦屋書店」という特徴ある書店を

模すことが目指されているのである。

　では蔦屋書店の特徴はなにかといえば、一つは明白に

「重視するジャンル」が存在することである。代官山の

蔦屋書店であれば料理、旅行、趣味、文芸、ビジネスが

それに該当し、それぞれ特徴的な空間を作っている。さ

らに蔦屋書店を訪れる利用者層やその利用イメージも、

特定のスタイルが想定されている。CCC の創業者であ

り社長である増田氏はこれを「ライフスタイル」と呼び、

CCC のコンセプトは「ライフスタイルの提案」にある

という。また、代官山蔦屋書店は「人生を深く愉しみ、

生活をもっと楽しむための提案」をする書店であるとも

述べている５）。そのような空間内では、ある書籍を求め

る顧客が訪れ、その書籍を探すというよりも、日常的に

訪れる顧客、あるいは漠然とした目的意識しか持ってい

なかった顧客が、蔦屋書店を訪れたことで欲しいものが

できる、自分の欲しいものを知る、ということが想定さ

れる。いわば、「（あらかじめ意識している）欲しい資料

を探す」ことではなく、「（今まで意識していなかったよ

うな）欲しいものがみつかる」ことを重視しているのが

蔦屋書店である。

　このような空間が書店として運営されている限り、好

みの差はあれど批判の的となるようなことはなかったは

ずである。しかし TSUTAYA 図書館においてはそれが公
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費によって運営される「図書館」であるがゆえに、図書

館のあり方として問題があるのではないかと市民から疑

義が寄せられ、図書館界においても「これは図書館では

ない」等と批判されるに至った。しかし、なぜ蔦屋書店

のような空間は「図書館」ではないと言われるのか。そ

れを知るためには、「図書館」とは何か、とりわけ住民

から集めた税金によって運営される公立図書館とは何

か、を考える必要がある。

２．近代公立図書館の成立背景

2.1　近代公立図書館の特徴

　「図書館」と言っても大学や学校の図書館、国立図書館、

企業等が設置する専門図書館等、様々な種類（館種）が

存在するが、その中で TSUTAYA 図書館等は「公共図書

館」のうちの「公立図書館」に該当する。公共図書館と

は利用者を限定しない図書館を指す名称で（大学図書館

は学生と教職員、学校図書館は在校生と教職員等、主な

利用者が限定される）、日本では図書館法を設置根拠と

する。図書館法上は一部の法人等も公共図書館を設置で

きることが定められているが、現実には日本の公共図書

館の大半は都道府県あるいは市町村等の自治体が運営し

ており、その運営費は公金（原資は市民の税金）である。

このような公金で運営される公共図書館を指して「公立

図書館」と呼び、図書館法において利用料金を取らない

ことが定められている。資料の貸出等にあたっては住民

や在勤者であることが求められることもあるが、少なく

とも資料の閲覧等については誰でもできることが保障さ

れている。

　現代の日本において「図書館」といえばまず公立図書

館を（その呼称は知らずとも）思い起こす人が多いと考

えられるほどに普及した存在となったが、公金、すなわ

ち人々から集めた資金によって資料を購入し、それを無

料で利用させるというのは、「図書館」と呼ばれる施設

の歴史の中でもごく最近、19 世紀半ばになってはじめ

て現れた形態である。その成立には他館種の図書館の存

在に加え、近代社会に特有の背景が存在していた。例え

ば日本の近代図書館の歴史を概観した石山洋は、その成

立には「博物館図書部門」、「米国公共図書館思想」、「京

都集書院」、「新聞縦覧所／地方読書組織・施設」という

４つの背景が認められると指摘している６）。この４者を

そのさらなる背景から整理しなおせば、「学術・専門教

育機関としての図書館の存在」、「識字率と読書要求の向

上」、「市民・国民教育へのニーズ」の３点にまとめられ

るだろう。このうち最後の点が他の館種ではない、公立

図書館の成立に特有の点である。以下、本章では公立図

書館成立の歴史的背景を振り返りつつ、公立図書館とは

何か、言い換えれば、なぜ人々から集めた資金によって

資料を購入し、それを人々に無料で利用させるのか、そ

の目的について考えていく。

2.2　近代以前の図書館

　公立図書館は成立してから 200 年に満たない一方で、

いわゆる「図書館」とみなせる施設の歴史は古く、世界

最古の図書館は紀元前 3000 ～ 2000 年頃のメソポタミア

地域にまで遡れると言われている。例えばシリア北部で

発見された紀元前 2300 年頃の古代都市、エブラの遺跡

の中に数千枚の粘土板を集めた空間があり、単に集まっ

ているだけではなく用途に分けた整理もなされていたと

いう７）。文書の内容は宮廷記録等のほか、民間伝承の記

録、さらに異なる言語間の対訳辞書も見つかっており、

知的な生産活動を行ったり、保存した記録を知識の再生

産に使うための場所として機能した痕跡がうかがえる。

このような空間を「図書館」と呼ぶのはいささか恣意的

ではあるが（記録文書が集まっている空間、という点で

は「文書館」あるいは「アーカイブ」と呼ぶほうがふさ

わしいとも考えられる）、なんらかの情報を記録した粘

土板を多数、集積し、利用した痕跡のある空間は古代メ

ソポタミア地域の遺跡から他にも発見されている。それ

らは文字を扱える専門家である書記の育成機関に付随し

ていたり、宮廷に付随している場合が多く、主に書記の

教育のため、あるいは宮廷の記録管理や学術研究のため

に用いられていたと考えられる。いわば学校図書館や大

学図書館、専門図書館の原型であり、公共図書館ないし

公立図書館に直接つながるものではない。そもそも古代

メソポタミアにおいては文字を読み書きできるのは一握

りの書記階級だけであり、誰もが利用できる図書館に対

するニーズは殆どなかったと考えられる。その後、時代

が変遷してもこのような学術・専門教育機関としての、

あるいはそれに付随する存在としての図書館は様々な地
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域に、様々な形で存在していたが、公立図書館に該当す

る施設は存在しなかった８）。例えば日本の近代図書館の

背景の一つである博物館図書部門、そのモデルとなった

のは英国の大英博物館図書館（現在は大英図書館の一部

となっている）であるが、同図書館はあらゆる書物を集

めることを目的としつつも、研究目的での利用が主と

なっていた。近代初期に至るまで図書館とは専門書を中

心に集積した、学者やインテリ階級、あるいはその卵の

ためのものであり、誰でも気軽に資料に触れられる空間

とはなっていない。

　一方で、識字率が上昇するに連れて人々の間では学術

研究や専門教育のためではない、楽しみのための読書、

あるいは日常的な読書の習慣も生まれつつあった。しか

しそのような読書のための本をすべて自ら購入するのは

多くの費用を要する。そこで 18 ～ 19 世紀にかけ、欧米

においては民間の貸出図書館やブッククラブが多数成立

した。この中には料金をとって本を貸す、商売として営

まれているものもあれば、参加者が費用を出し合って購

入した図書を回し読みしたり、図書館に置いて閲覧した

り借りたりできるようにする、非営利のものもあった。

ただ、非営利の場合でも参加者が出資母体となるもので

あり、公の資金が投じられていたわけではない９）。

　以上のような状況は欧米に限らず日本も同様であっ

て、近世には学術・専門教育機関としての文庫を幕府や

各藩が設置する一方、市民はその読書要求を貸本屋に

よって満たしていた10）11）。公金で運営される、誰もが

無料で利用できる図書館がなかったことも共通である。

2.3　背景としての近代国家と教育

　前節で見たように公立図書館成立以前から、学術・研

究目的の図書館は存在したし、人々の読書要求を満たす

ための施設も存在していた。それらが公立図書館成立の

背景、あるいは実現すべき公立図書館やそこで満たされ

るニーズのモデルとなっただろうことは間違いないが、

図書館に公金が費やされることになった直接の契機は、

国民あるいは市民に対する教育へのニーズが高まったこ

とにある。近代を特徴づける２つの要素として、国民国

家と資本主義の成立・発展を挙げることができるが、そ

のいずれもが国民・市民に対する教育へのニーズを高め

ることにつながった。

　言語を共有する住民たちが、一定範囲に集住し、なん

らかの政治体制によってその範囲を統治している国民国

家は、印刷技術と教育の賜である。印刷技術の成立以前、

人々の話す言葉には現在の国境のような明確な区切りは

なく、グラデーションを描くような変化があったと言わ

れている。しかし活版印刷が成立し、従来の書き言葉で

あったラテン語のみならず各地域の言語も印刷されるよ

うになったことで、言語はある程度集約・固定化される

とともに、印刷物を読める範囲も最大公約数的な言語を

読める範囲に限定されていくことになった。その印刷物

（例えば新聞等）を読み、社会問題を共有できる範囲が「国

民」の境となり、それ以前は君主の勢力範囲の区切りに

過ぎなかった国境が明確な「国の境」として意識される

ようになった。逆にいえば国民を統合しているのは言語

と、それを共有する「同じ国民である」という意識であっ

て、それらが崩れてしまえば国民国家の運営は成り立た

なくなる。近代国家が教育に力を入れる要因の一つがこ

こにある12）。

　他方、資本主義の発展は人々を資本家と労働者に分化

するとともに（もちろん多くは労働者となった）、工場

労働等のために人々の都市への集住を促した。労働者の

質を向上するためには識字能力や自力で学習できる能力

が不可欠である。農村においては一度、覚えた知識は生

涯役立つものでありえたが、都市労働ではやるべき作業

内容は頻繁に変化しうる。文字を読み、作業内容を理解

できる能力がなければ単純労働以外の業務にありつくこ

とは難しい。これは労働者にとって、自身の地位向上の

ために重要であるだけではなく、実質的に国政を担って

いた資本家階級にとっても、質の良い労働力を得ること

はもちろん、治安維持のためにも重要なことであった。

都市集住と労働者階級内における貧困は治安の悪化を招

くが、これは同じ都市に暮らす資本家階級にとっても不

安を増すことであった。これが近代国家が教育に力を入

れるもう一つの要因である。

　こうして近代になって国家が国民教育に力を入れる状

況が生まれ、公費によって国民皆に対する教育が行われ

るようになった。公費を投じて教育を行うとなった場合、

真っ先に整備されるのは当然、学校における初等教育、

つまり公教育である。しかし公教育成立時点ですでに成

人していた者や、なんらかの理由で公教育を受けられな
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かった者、受けはしたものの再教育が必要な者、あるい

は公教育内で身につくものとは異なる知識を必要とする

者等に対しても、なんらかの形で教育を行う必要がある。

そこで注目されたのが成人教育であり、成人教育機関と

しての公立図書館であった。以下、英国・米国・日本に

おける公立図書館成立期の状況を見ていくが、いずれの

場合も公金を図書館に投じる当初の目的には国民の教育

が置かれていた。

2.4　英米における公立図書館の成立

　ヨーロッパにおいて最初に公立図書館が成立したのは

英国であった。1850 年に英国議会を通過した図書館法

の中で、地方自治体が、その地域での税収の一部を図書

館の設立等に使用することが認められた。この図書館法

の成立に尽力したのは下院議員ウィリアム・ユーワート

と、大英博物館図書館員エドワード・エドワーズであっ

た。ユーワートは資本家階級出身ではあるものの急進的

な人物で、労働者の劣悪な環境や労働運動などの問題を、

教育の充実によって解決することをその活動目的に置い

ていたという。もう一方のエドワーズは労働者階級の出

身で、必ずしも恵まれた生まれではなかったが、会員制

の図書館や大英博物館図書館を利用して自ら知識を身に

つけ、図書館に職を得た人物であり、執筆活動等も精力

的に行っていた。自身の出自の関係もあってか、国民の

教育のために図書館が重要であると考えると同時に、大

英博物館図書館等の学術的な性格の強い図書館のあり方

に対する不満も抱いていたようである。両者ともに国民

の教育を重視しており、そのために公立図書館が必要と

考えていた。図書館法成立後、英国には徐々に公立図書

館が増えていき、多くの利用を集めていった13）。

　大西洋を渡った米国では英国に先んじて公立図書館が

成立していた。1833 年にはすでに公金によって運営さ

れるピーターボロ図書館が成立していたが、現代に至る

公立図書館の普及に大きく影響したのは、1848 年にマ

サチューセッツ州法で、州内の大都市ボストンに公立図

書館を建築することが認められたことであった。この図

書館はパリ市から図書の寄贈があったことや、図書館設

立の支援者らによる追加の図書寄贈・市長への働きかけ

があったために成立したと言われているが、特に成立に

大きな影響力を示したのはエドワード・エヴァレットと

ジョージ・ティクナーであった。エヴァレットは数々の

要職を歴任した人物であり、ボストン市立図書館の設立

にはハーバード大学の学長として関わっていた。ただし、

彼は大英博物館図書館のような、学術的な性格の強い図

書館にしようとしていたと言われている。誰もが利用す

る、近代的な公立図書館へと舵を切ったのは途中から設

立運動に参加したスペイン文学・スペイン語研究者、ティ

クナーであった。ティクナーは新たな図書館は公教育を

補完するためのものとなるべきであり、そのためには貸

出を行うことや、専門書以外に通俗的な資料も蔵書とす

べきことを主張した。以下にボストン市立図書館に対す

る彼の見解を引用する。

…無償教育と同じ原則に基づき、公共政策ないし義

務として、健全で滋養に富む図書をすべての人に

提供すべき必要があることは論をまたない。実際、

この種の図書の提供は、すべての人にたいする教

育の一部分であり、それも最も重要な構成要素と

いえる。なぜなら我われのような政治的、社会的、

宗教的制度のもとでは、できるだけ多くの人に広く

情報伝達の手段が行きわたっていることで、最大多

数の人が読書に向かい、社会秩序の根底に立ち入

る問題を理解することが肝要だからである。この

種の問題は常に眼前に現われており、しかも我わ

れは市民として絶え間なく決断を求められている。

そして実際に、ときには愚かしい、ときには懸命

な決断を下しているのである（『ボストン市立図書

館は、いかにして生まれたか』）14）

　ボストン市立図書館成立後、米国では同様に図書館を

設置する地方自治体が増加していった。その後の米国公

立図書館の発展については本稿で扱う範囲を超えるが、

その根底に国民あるいは市民に対する教育という目的が

あったことは確かである15）。

　英米で真っ先に公立図書館が成立した背景には、前述

した国民国家・資本主義の特性からの要求に加えて、そ

れぞれの政治体制の影響もあったであろう。英国には王

室があり、階級社会でもあること、米国は州ごとに高い

独立性を持つこと等、それぞれ異なる事情はあるものの、

どちらも 19 世紀半ばの段階で議会を有し、比較的民主
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的な政治体制を持っていたことが教育へのニーズをさら

に高めていたものと考えられる。より広範な政治参加を

実現するためには人々がある程度の知識を有することが

前提となり16）、しばしば「図書館は民主主義の砦」等

と称されるのもそのためであろう。

2.5　日本における公立図書館の成立と普及

　もっとも、公立図書館が民主主義の実現にのみ、大き

な役割を果たすと考えられてきたわけではない。必ずし

も民主主義的な思想の裏付けを持たない政体においても

公立図書館が重視される場合がある。その典型例が戦前

の日本における公立図書館である。

　前述のとおり日本においても幕府・藩等の「文庫」の

ような、現代から見れば図書館に類すると考えられる施

設は近代より前から存在していた。しかし近代的な公共

図書館や公立図書館の存在が知られるのは幕末から明治

初期にかけて、海外視察者が紹介してからのことであっ

た。明治に入ってからは複数の自治体が図書館を設置し

たり、私立図書館が開館したりしていたが、設置数はそ

れほど伸びず、自治体設置の図書館については西南戦争

時の財政難で閉館する例も相次ぐなど、少なくとも明

治 40 年代に入る頃まで日本の図書館は「鳴かず飛ばず」

の状態にあったといえる。

　状況が大きく変わったのは 20 世紀に入った後のこと

である。大正期に入ってから日本における図書館数が増

加しているが、その遠因は 1904 ～ 1905 年の日露戦争に

あったと言われている。日露戦争にあたって国内では戦

費確保のために増税が行われるなど、経済状況が逼迫し、

とりわけ地方の荒廃は顕著であったという。そこを立て

直すべく内務省が立ち上げたのが「地方改良運動」であ

り、その中で公立図書館が重視された。

　地方改良運動は内務省がリードする地方の再建・改革

政策であり、その重要方針の一つが当時の内務官僚、井

上友一らが進めた「自治民育」であった。これは町村を

再構築し、地方自治を日本でも根付かせよう、そのため

には地方自治を担える人々を育成しようという教育政策

である。そう聞けば民主主義的な政策のようにも聞こえ

るが、国民ではなく天皇に主権があった当時の政策であ

り、ここでいう「自治民育」には自発的に、社会の安定（す

なわち現政体の維持と、その下での発展）のために活躍

する人材を育てようという政策である。当時、すでに日

本でも制限選挙が実現している一方で、社会の荒廃を背

景に社会主義勢力等が地方で伸長していた。一部の政党

や反社会勢力に地域を切り取られては困るという実情も

あって、いわば治安維持も目的の一つとして、自治民育

が掲げられたわけである。

　この地方改良、自治民育の政策下で内務官僚が注目し

たのが図書館、それも通俗図書館と当時呼ばれた、小規

模の、地方の人々の利用を重視した図書館を多数開館す

ることであった。そこにはいわゆる「良書」、例えば秩

序の維持や地域の産業に役立つ資料が重点的に置かれ、

社会主義思想の図書等はなるべく排除した上で、読書が

奨励された。荒廃した地方において、初等教育は受けた

もののそれ以上の教育を受けることなく、読書習慣を

失ってしまったような人々に対し、読書習慣を身につけ

るとともに国家にとって理想的な思想も持ってもらおう

というわけである。国民国家の維持・発展のために、公

教育を補うものとしての図書館の重要性が日本において

も認知されたわけであるが、その目指す教育の方向性に

は偏りがあったと言えよう。その後、第二次世界大戦に

際しては日本の公立図書館はより積極的にイデオロギー

支援を試みる、いわゆる「思想善導」に貢献することに

なるが、戦後は一転して、米国から持ち込まれた民主主

義的な社会の実現に資する教育機関へと役割を転換し

た。戦後に成立した現在の図書館法においても、国民の

教育が公共図書館の目的に掲げられている。その点では

戦前・戦後と一貫して、教育の方針は変わっても、公立

図書館が公教育を補完することを目的の一つに置いてい

ることは変わっていないのである17）。

３．あらためて、TSUTAYA 図書館を考える

3.1　TSUTAYA図書館と近代公立図書館の理念

　第２章を通して見てきたように、近代に成立した公立

図書館の目的は国民・市民の教育にあった。そのために

学校教育を補完する、いわゆる社会教育機関として公立

図書館は成立し、公費で運営されているのである。

　社会教育機関としての公立図書館の要件を考えると、

まず学校教育と異なり決められたカリキュラム等がある

わけではない公立図書館においては、人々が自らの教育
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に必要な資料を、自分で見つけ、利用することが前提と

なる。人によって異なる必要とする資料を見つけやすく

するためには、分類に沿った配架や目録の整備等、探す

ためのツールを用意することが必要である。

　また、人々の教育に資する機関としては、その所蔵資

料の偏りには注意を払う必要がある。所蔵資料の偏りは

利用者を特定の思想や性向へ導くことにつながりうる。

戦前の日本の公立図書館のように、そもそも特定の思想

へ人々を導くこと、あるいは特定の思想を排除すること

が目的の場合はそれで構わないが、思想・信条の自由を

憲法に取り込んだ戦後の日本においては、図書館におい

て特定の思想へ人々を誘導することは問題となりうるだ

ろう。

　ここで今一度、第 1 章であげた TSUTAYA 図書館の特

徴を振り返ってみると、一つは明確に「重視するジャン

ル」が存在すること、その背景にはこれも明確に想定す

る利用者層・利用イメージがあり、人々を一定の「ライ

フスタイル」にいざなおうという考えがあること、そし

て新たに欲しいものがみつかることを、欲しい資料を探

せることよりも重視していることであった。これらの特

徴は明らかに、ここまでで見てきた近代公立図書館の要

件、あるいは理念と衝突している。これが図書館業界内

において TSUTAYA 図書館が問題視される根本的な理由

であり、実際に図書館関係団体の一つ、図書館問題研究

会は、CCC は公立図書館の理念を共有していないと批

判する声明を発表している18）。公立図書館成立の背景

を踏まえれば、これは至極まっとうな批判と言えよう。

3.2　公立図書館の理念と現実

　このように公立図書館の成立背景、その理念から考え

れば、TSUTAYA 図書館の有り様はそれと相容れないも

のと考えられる。

　しかし一方で、これまでに存在した公立図書館がその

存立理念を実現して来られたのか、言い換えれば、どの

程度国民・市民の教育に資することができていたのかに

ついては疑問の余地がある。国民皆の教育に貢献すると

いう理念が掲げられたのは確かであるが、その効果が実

証された例はない。そもそも国民皆が使う、という状況

が実現されたことすらなく、利用者層には常に一定の偏

りが存在した。例えば先述のボストン市立図書館の場合、

開館からしばらく経った 1867 ～ 1868 年の利用登録者の

職業分布を見ると、その多くは熟練工やサービス業従事

者であって、労働者階級の利用はごく限られていたこと

がわかっている19）。このような偏りは開館当時のみな

らず、現代においても存在し、例えば社会階層と図書館

利用の関係を調査した野口らは、教育年数が世帯年収と

は独立に図書館利用に影響することを指摘している20）。

つまり公立図書館は初等・中等教育ばかりか高等教育ま

で受けた者が更なる自己教育を行う手段としては使われ

ているものの、学校教育から漏れたものが使うものとは

なっていない。また、河村らの調査によれば、子の図書

館利用は家族の図書館利用と関係があり、家族が図書館

を利用する世帯ではほぼすべての子が図書館を利用する

一方、家族が利用しない世帯では学校入学後に利用する

ようになる子が 3 割程度存在するのみであるという21）。

このように、現代に至るまで公立図書館はその理念とは

裏腹に、ある一定の層、具体的には高度な教育を受けた

ホワイトカラー、そしてそうした家庭環境に生まれた人

間にしかリーチできていないという現状がある。

　TSUTAYA 図書館はこの一定層しか惹きつけられてい

ない、という公立図書館の問題を解決する可能性を秘め

ている。実際、開館直後に多くの利用者を集めた武雄市

図書館は、従来にない利用者を惹きつけたわけである。

その利用者の年齢構成の内訳で最も多かったのは 30 ～

40 代であったこともわかっているが、その年代が使う

ことはもちろん、30 ～ 40 代はもっとも子を連れての図

書館利用が多い年代でもある。これら新たな利用者が、

自身の子も図書館に連れてくるようになれば、従来の公

立図書館ではリーチできなかった新たな世代を図書館利

用に導くことができるであろう。

3.3　「ライフスタイル」をどう考えるか

　ただし、TSUTAYA 図書館が新たな利用者を図書館へ

導くものであったとしても、そうして利用するように

なった図書館が、自ら資料を探すことが困難かつ、一定

の「ライフスタイル」に誘導するものであってよいのか、

という点は引き続き問題である。ある意味、日本におい

ては地方改良運動から思想善導の時代以来の、明確に「利

用者にこういう人間になってほしい」という像を打ち出

しているのが TSUTAYA 図書館である（もちろん図書
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館を利用する人間になって欲しい、とか、多くの本を読

んで欲しい、といった利用者像はあったであろうが、そ

の生活様式にまで踏み込んだ例は管見の限り見当たらな

い）。地方改良運動等と異なるのは、これを公の機関で

はなく、私企業が打ち出している点であり、私企業の方

針が公立の教育施設のあり方を決定することの是非は問

われるべきである。

　もっとも、既に TSUTAYA 図書館がそういったもので

あるということがわかった以上は、今後その導入を議論

する際にここまでで述べた従来の公立図書館との違いを

意識し、それでも導入すべきと議会が決定した場合には、

「公立図書館の理念に反するから」といって外部者が反

対するにはあたらないのではないかと考える。特に武雄

市図書館のような関東・近畿等の大都市圏から離れた地

域に対し、都市圏に住みながら批判することは的外れに

なる可能性が常にあると意識する必要があるだろう。佐

賀県内には現在においても、追手門学院大学のある茨木

市内にあるよりも少ない数のスターバックスしか存在し

ない。武雄市内には大型の書店も存在せず、武雄市図書

館の書店部分で販売しているような本を店頭で見かける

機会はごく少ない。TSUTAYA 図書館が人をいざなおう

とする「ライフスタイル」のようなものの存在を知る機

会は大都市圏や近郊であれば身近に存在するが、武雄市

内においてそれを実感する機会を得るのはこれまでほと

んど困難であった。そして TSUTAYA 図書館の「ライフ

スタイル」が元は代官山蔦屋書店で実現していた、言い

換えれば高所得層ないしそこに近づきたいと考える人間

の生活様式であったことを考えれば、そのような「ライ

フスタイル」に対する意識を住民に植え付ける機関を、

そうと自覚した上で地方が受け入れることは、外部から

批判するには当たらないのではないだろうか。

４．おわりに

　以上見てきたように、TSUTAYA 図書館は特定のジャ

ンルに重点を置き、欲しい資料を自ら探せることよりも

何か新しい欲しいものが見つかるという刺激を重視し、

利用者を一定の「ライフスタイル」に導こうとするもの

である。これは従来の公立図書館の国民・市民の教育に

貢献する機関としての理念には反するものであるが、従

来の公立図書館を訪れなかった利用者層にリーチできる

ものであることも確かであり、一つの試行錯誤として闇

雲に反対するのではなく、そのあり方を見守ることが必

要であると考える。

　武雄市図書館での蔵書構築手法の問題の発覚を皮切り

に、TSUTAYA 図書館が批判的に見られる機会が増えた

現状において、これ以上 CCC による図書館運営が普及

することはないかも知れない。しかし TSUTAYA 図書館

から学ぶべきところ、考えるべきところは多く、ここか

ら取り入れられるものはないか考えていく、柔軟な姿勢

が図書館界には求められるだろう。
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